
資源の動向 「中位・増加」

マアジ

生物学的特性

対象漁業
○定置網漁業

相模湾西湘地域のマアジ
漁獲量は、2016～2021年
は年間200トン前後と低迷
していたが、2022年以降
は増加しており、2023、
2024年と好漁が続いてい
る。

マアジ太平洋系群の資源
量は依然「低位」であるが、
動向は増加に転じた。

相模湾における動向は
「中位・増加」と判断した。

令和７年１月

定置網の構造と各部の名称

○分布：日本の沿岸全域
○移動：東シナ海を主産卵場とする群と、本州中部以南の地先で
産卵する群が居ると考えられておりその結果発生時期の異なる群
が混在し、各地先に加入する。
○成長・産卵：相模湾で漁獲されるマアジは、１年で尾叉長18cm前
後、 ２年で21cm前後に成長する。産卵期は南部ほど早く、九州南
方では冬から春、相模湾では春から初夏である。

マアジ漁獲量の経年変化
（西湘定置網：1977～2024年）
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